
 

 

  

2001（平成 13）年 

※12  HEC 経営大学院（フランス）と学術交流協定締結． 

1.6～8 第９回スキー交流会＆信州塩田平の旅 於：経済学部菅平研修所、参加 58名 

1.20  高校部会 

1.24 「組合報」第 181 号記事 

「教職員・医療現場の声に立脚した『21世紀の日本大学をつくる』提言委員会が発足」 

「第９回スキー交流会＆信州塩田平の旅」「医学部支部 三枝洋子「『無言館』を再訪して」 

「2001 年春闘 2001年度べ・ア・一時金要求アンケート実施中  

教職員の働く権利と生活を保障し『大学づくり』をすすめる春闘へ」 

執行委員長 塩澤南海治「2001 年春闘に向けて 教職員の待遇改善は大学の民主的発展を支える保証」 

1.27  新春討論会、新春のつどい 参加 47名、14支部於：経済学部５号館３階 538 教室、本館１階「QualityTime」 

「21 世紀の日本大学をどうつくるか ―開かれた大学をめざして―」 

2.6   芸術学部 組合説明会、３名加入 

2.24  高校部会主催「〔第１回〕付属セミナー」 於：経済学部５号館、参加 15名 

3.6   定年退職者を励ます会 於：私学会館（市ヶ谷）、参加 31名 

3.9   医学部学習会 

3.22  高校部会 

※３  生産工学部津田沼校舎「ハイテク・リサーチセンター」竣工． 

※４  文理学部中国文学科を中国語中国文化学科、応用数学科を情報システム解析学科と名称変更． 

※同  大学院理工学研究科交通土木工学専攻（博士前期・後期課程）を社会交通工学専攻に名称変更． 

※同  理工学部交通土木工学科を社会交通工学科、電子工学科を電子情報工学科に名称変更． 

※同  生産工学部電気工業学科を電気電子工学科、工業化学科を応用分子化学科、数理工学科を数理情報工学科に名

称変更． 

※同  短期大学部生活文化学科食物栄養専攻を食物栄養学科、工業技術学科を基礎工学科に名称変更． 

4.21  高校部会 

5.8   春闘・一次金第３回団交第５次回答 2.35ヵ月＋一律 10,000 円＋3,500 円 妥結 

（年間の）一時金についての妥結（2000 年 12 月４日の項を参照）．なお、べ・ア等を要求する春闘の団交につい

ては、この後も引き続き行われており、詳細は不明なるも、その妥結は７月になってからのことであったよう

だ（この後の 10月 23 日の項を参照）． 

5.19  高校部会 

※6   文科省「大学の構造改革の方針」（遠山プラン） 

6.9   高校部会 

6.16  提言委員会主催討論会、参加 32名 

7.2   春闘第８回団交 

詳細不明なるも、べ・ア妥結（10月 23 日の項を参照）． 

7.6  「組合報」第 182 号（第39回定期総会議案号）記事 

「国民の期待に応える日本大学の創造 21 世紀 社会に開かれた大学づくり―2001 年度活動方針（案）―」 

「書記局日誌」 

「日本大学教職員組合 2000 年度決算（38期） 2000.05.01～2001.4.30」 

「日本大学教職員組合 2001 年度予算（案） 39 期（2001.05.01～2002.4.30）」 

7.14  第 39 回定期総会 於：経済学部２号館２122番教室 

2001 年度活動方針、2000 年度決算報告および会計監査報告、2001 年度予算決定 

塩澤南海治（湘南）執行委員長他選出 

8.21  高校部会 

9.29  第２回付属セミナー 於：日本大学豊山高校、参加 19名 

※9   鄭州大学（中国）と学術交流協定締結． ※10月 山東大学（中国）と学術交流協定締結． 

※11   マドリード・コンブルテンセ大学（スペイン）と学術交流協定締結 

※同  新疆医科大学（中国）と学術交流協定締結 

10.23 2001 年度春闘で獲得したべ・アの差額支給詳細は不明なるも、７月２日の第８回団交にて妥結したものか。 

2001 年べ・ア 平均 0.19％ 808 円、定昇込み 2.44％ 10,465 円 

家族手当 各 200 円増、配偶者 23,200 円（現行 23,000 円）、その他 11,700 円（現行 11,500 円） 

差額 ４月から 10 月までの基本給増額分＋家族手当増額分＋夏季一時金 2.35 ヵ月分の基本給および家族手当

の増額分 

10.17 「組合報」第 183 号記事 



 

 

  

「〔日本大学教職員組合第 39 回定期総会〕全ての職場からの知恵と声を寄せ合い 21 世紀の展望を私たちの手で

築こう」 

執行委員長 塩沢南海治「2001 年度の活動に協力をお願いします」「2001 年度秋期活動方針 信頼し、協力・

連帯のつながりを大切に 教職員が主人公となって、明日の日大を創ろう！」 

「『主婦の友会館』取得問題について」日本大学教職員組合執行委員会「2001 年度べ・ア 差額支給にあたって、

教職員のみなさんにメッセージを送ります」 

東京私大教連中央執行委員会「同時多発テロを糾弾し、報復戦争でなく法と理性に基づく解決を求め日本政府

の戦争協力に反対する声明」 

「講義・授業の一コマから⑰」日本大学豊山女子高等学校・中学校 木内保「教具をもって教室に行こう！」 

10.20～21 高校部会 於：日大山形高  

11.19 文化厚生部会 

12.5  医学部支部板橋病院の院内トイレの改善を要求。車いす対応への前進回答 

12.8  船橋支部学習会 

12.15 高校部会 

12.17 「組合報」第 184 号記事 

「『主婦の友会館』土地取得に対する公開質問状に、大学側は実質回答拒否」日本大学総長 瀬在幸安 

氏宛、日本大学教職員組合執行委員長 塩澤南海治からの「公開質問状」（全文） 

〔日本大学〕労務専門委員会委員長 瀧澤正彦氏からの「口頭による回答内容」 

日本大学教職員組合執行委員会「公開質問状への大学執行部の回答とその対応について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


